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会社概要

所在地

URL

株式会社 FAプロダクツ（英文名：FA Products Inc.）

会長 天野 眞也

代表取締役社長 貴田 義和

社員数 232名（2023年6月現在） 資本金

Smart Factory実現における総合支援

・プロジェクトマネジメント及びグランドデザイン策定

・デジタルファクトリー構想設計及び

パッケージ・モジュール化企画・販売

・デジタルシミュレーション構築及び分析

Smart Energy実現における総合支援

・太陽光発電所 開発・販売 

・発電システム機器／エネルギー関連機器販売

・GXソリューション開発

・各種建築 設計・施工・申請業務

〒105-0004 東京都港区新橋5-35-10 新橋アネックス2F

TEL 03-6453-6761

MAIL  info@fa-products.jp

https://fa-products.jp/

会社名

9,250万円（2023年6月現在）

事業内容

代表者

マシンビルディング支援

・装置開発事業

・保守・メンテナンス

・画処ラボ（画像処理検証）

〒300-0847 茨城県土浦市卸町2-13-3

TEL 050-1743-0310

WEB   https://jss1.jp/

Smart Factory事業部 Smart Energy事業部 JSS事業部 −つくばベース−

許認可 建設業の許可

電気工事業／電気通信工事業 東京都知事許可 特-3 第154944号

FA products Thailand Co., Ltd.

1112/8 Sukhumvit Plus Road,

Klong Toey,

Phrakhanong,Bangkok 10110,Thailand
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FAプロダクツのVISION・MISSION

VISION

コネクテッド・インダストリーズを世界へ

MISSION

私達の使命。

それは、コネクテッド・インダストリーズの実現によって、

日本から世界へ笑顔を届けること。

暮らしや自然環境が豊かに調和した世界を創ること。

そのために、メンバーひとりひとりが

誇りと自信に満ち溢れた先導者となり、

産業界変革のリーディングカンパニーになる。

CONNECTED INDUSTRIES ALL OVER THE WORLD
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FAプロダクツの主力事業

Smart Factory事業／JSS事業

スマートファクトリー構築におけるプロデューサーとして総

合支援事業を展開。協業関係にあるパートナー会社と連携し、

ワンストップでソリューションを提供しています。

Smart Energy事業

省エネ・創エネを実現する「再生可能エネルギー」を活用し

た事業を展開。持続可能な社会を創るために、エネルギーの

観点からも最適なソリューションを提供しています。



事業に取り組む背景
Smart Factory事業／JSS事業とSmart Energy事業に取り組む理由
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私たちが事業に取り組む背景

（内閣公表データなどを基に自社にて作成）

高度経済成長を牽引したのは日本の製造業。しかし、製造業の成長率は低下し、1990年代以降から現在に至るまでの30年にわたって、

ほぼ横ばいが続いている現状があります。

かつて日本の経済成長を牽引していた国内製造業の成長率が低迷

グラフ：日本のGDP成長率の推移
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私たちが事業に取り組む背景

G7の中では最下位。日本の労働生産性が低下している現状

日本の労働生産性の水準は諸外国に比べて高いとは言えず、大きな課題になっています。 2020年の国内の労働1時間当たりの価値は

49.5ドルで、80.5ドルの米国に比べると6割程度。日本の労働生産性は主要先進7か国（G7）の中では最下位が続いています。この現

状を変えるために、効率的に利益を創出する仕組み化が求められています。

※グラフ： G7の時間当たりの労働生産性（2020年）（日本生産性本部公表内容より作成）



© 2023 FA Products Inc. 10

私たちが事業に取り組む背景

※グラフ：日本の貿易収支（財務省貿易統計報道発表（2020年分）より作成）※グラフ・表：日本が世界トップシェアの品目（日本経済新聞「点検 世界シェア70品目」公表内容（2021年11月）より作成）

製造業が低迷している現在もなお、製造業が日本経済を下支えしている

部品点数が多い製品のモノづくりが日本のお家芸であり、このような高い精度を求められる製品をつくる「製造技術」「生産技術」に

おいては、日本は世界のトップを走り続けています。そして、この「製造技術」「生産技術」を駆使した機械・製品を中心とする製造

業は日本における代表的な輸出産業。日本が「モノを売って食料や燃料を買う国」であることは、今もなお変わりません。

部品点数が多く、高度な生産技術が求められる製品は今でも世界シェアが高い
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私たちが事業に取り組む背景

デジタル技術によってルール化、仕組み化を加速し、日本の国際競争力を上げる

日本の労働生産性・資本生産性が諸外国に比べて低下する一方で、ビジネスのグローバル化は日に日に進んでいきます。こうした現状

に対して、海外企業との競争力を高めるためには、日本の製造現場が培ってきた技術を言語化し、労働生産性や資本生産性の向上を実

現します。

※グラフ：企業規模別の資本生産性の推移（平成29年度の小規模事業者の動向（中小企業庁）より作成） ※グラフ：G7の生産性伸び率（平成19年度 年次経済財政報告（内閣府）より作成）

資本生産性の伸びはG7中、イタリアに次いで低下している国内製造業企業の資本生産性は企業規模にかかわらず低下
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私たちが事業に取り組む背景

人手不足解消や企業競争力強化のために、製造業のDX（デジタルトランスフォーメーション）が求められており、製造技術・生産技

術を駆使して構築した自律化・自動化された工場「スマートファクトリー」は、製造業活性化の鍵です。私たちは、製造業のDX支援

とともに、スマートファクトリー自体を外貨獲得産業にする構想を実現させ、日本の経済成長に寄与したいと考えています。

製造技術・生産技術を駆使した「スマートファクトリー」が、日本の経済成長の鍵
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私たちが事業に取り組む背景

日本国内の電気使用量の約4割が工場で使用されていると言われるなか、再生可能エネルギーの活用と、機械設備・部品レベルまで細分

化されたエネルギーの最適化が求められています。こうした背景こそが、スマートファクトリー事業とスマートエネルギー事業の両事業

に注力する大きな理由。省エネ・創エネを可能とする製造業のDX・GX支援を通じて、地球にも優しい社会を創ります。

グラフ：部門別電力最終消費の推移
(資源エネルギー庁令和元年度エネルギーに関する年次報告の公表内容をもとに作成)

全産業、特に製造業で求められる「エネルギー消費のスマート化」

（億kWh）



Smart Factory事業／JSS事業の紹介
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Smart Factory事業／JSS事業のMISSION

あ

新発想・知恵・技術を最適に組み合わせることで、

製造業・産業界の変革をプロデュースする。

Industrial Innovator
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Smart Factory事業／JSS事業が提供する価値

グローバル化の進展、国際情勢

の大規模な変化、自然災害によ

るサプライチェーンの断絶な

ど、コントロール不可能な要素

が増え、先が見通せない状況が

続いています。

不確実性が高まり
先が見通せない

製造業のDX（デジタルトランスフォーメーション）支援を通じて、

上記課題の解決とともに企業変革力（ダイナミック・ケイパビリティ）強化に寄与。

製造業のDX支援を通じて、企業変革力の向上と製造業・産業の変革に寄与

設備投資はリーマンショック以

降伸びてはいるものの、その予

算は新規設備導入にはまわらず

に、現場では生産性の低い旧型

の生産設備が多く存在し、生産

性が伸び悩んでいます。

旧型設備が多く
生産性が低迷

消費者ニーズの多様化に由来す

る製品寿命の短命化、リードタ

イム短縮ニーズの高まりに加

え、人手不足、価格競争など多

くの課題が存在しています。

リードタイム短縮、
人手不足など多くの課題

製造業における3つの大きな課題
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事業の独自性

デジタルファクトリーの構築 デジタルファクトリーと企業活動の連携

人手不足による生産スピードの鈍化や製品の品質向上が困難など、製造現場には量・質ともに様々な課題が存在しています。こうした課

題に対して現実世界とまったく同じ工場の仮想モデルをデジタルで再現し、高度なシミュレーションを行う「デジタルファクトリー」を

構築し、様々な企業業務と最適に連動した生産ライン構築を支援。新規工場立ち上げや生産スピードアップと品質の向上に寄与します。 

「デジタルファクトリー」の構築を通じて、企業全体の価値を高めるDXを推進
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製造業DXを実現する DXトライアングル施策概要

3つのステップを交互に実施して全体最適効果の高いデジタルファクトリーを構築することで、

製造企業の本質である、製造現場に革新をもたらすDXを推進します
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Planning 概要 −Smart Factory事業部−

企業変革の目標と施策を定めて、目標達成の観点から新工場を構想・設計することで、

工場立ち上げ時の手戻りを大幅に削減しつつ、経営にもたらす効果を最大化します

企業課題を洗い出して、企業の

デジタル化で達成すべき目標と、

実行から目標達成までの計画を

策定します。

生産グランドデザイン

コンセプトと必要機能をプロジ

ェクト段階で策定することで、

各工程が工場全体の最適化に資

する、全体最適なデジタルファ

クトリーを計画します。

高度な生産効率化に必要な、デ

ジタル化と生産・物流工程の構

想設計を実施して、どのような

機能をいくらで設計・実装して、

どのような効果が得られるかを

明確にします。

工場グランドデザイン 構想設計
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Simulation 概要 −Smart Factory事業部−

構想・設計したラインの実装前にシミュレーションでモデル化し、効果を検証。

最適な製造環境の実現に向け高度な検証を実装前から実施し、効果を最大化します。

Planningで構想した工場をシミ

ュレーションモデルで検証して、

あらかじめ必要な設備や作業者

の数、スループットを示しつつ、

設備・実機の実装を円滑に推進

します。

成立性シミュレーション

3Dデータによる動作検証により、

ロボット,自動機成立性・作業者

負荷・サイクルタイムなどを高

精度に検討することができ、実

設備導入後の手戻りや調整を無

くします。

生産計画に合わせて、AGVや作

業者の動きをシミュレーション

します。生産状況に応じたAGV

や台車の台数、作業者の人数な

どを正確に算出します。

作業動作シミュレーション 物流シミュレーション
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Real Factory 概要 −JSS事業部−

シミュレーションの検証をもとに詳細設計を実施して、実工場の構築へ。

グランドデザインと全体最適達成のために、最適な設備や機器を選定・発注・自社製作します

自動化設備の仕様定義から、設

計・開発・実装まで一気通貫に

実施します。シミュレーション

分析と組み合わせることで、全

体最適な物流環境の実現を支援

します。

自動機・ロボットシステム導入

高度なデータ利活用を円滑に実

施するためのシステムを開発・

実装します。データセキュリテ

ィから企画営業部門とのデータ

連携まで、Team Cross FAが一

気通貫で支援します。

装置やシステムの保守要員やオ

ペレータ養成のための教育を実

施します。工場立上げ前の教育

から稼働後の保守まで、包括的

なサービスを提供します。

システム開発・実装 保守・育成
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Real Factory −JSS事業部 事業拠点−

〒300-0847
茨城県土浦市卸町2-13-3

HP

050-1743-0310TEL

https://jss1.jp/

つくばベース

■ 設計（機構・電気）

■ 製造（組立・配線）

■ 産業用ロボットを使用した成立性検証

2F：設計エリア

1F：設計エリア

〒300-0331

茨城県稲敷郡阿見町阿見4666-1777

阿見ベース

■ 部品加工

■ 中古FA機器部品の販売買取

〒252-0243

神奈川県相模原市中央区上溝1880番2 SIC3-317

相模ベース

■ 設計（機構・電気）

■ 製造（組立・配線）

美浦ベース

■ 製造（組立・配線）

〒300-0427

茨城県稲敷郡美浦村大字布佐1899-1

■ 製造（組立・配線）

※大型設備・ラインに対応

〒105-0004

東京都港区新橋5-35-10 新橋アネックス2階

画処ラボ

■ 画像処理検証

https://jss1.jp/
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Real Factory −JSS事業部− [ 装置開発 ]

あらゆる業界・工程への導入実績。 設計、組立、事前検証(後述)にも対応。

ゼロベースの装置開発から量産製品まで経験豊富な「技術者集団」が在籍します。

一貫生産体制

機構設計

電気設計

加工技術

製造技術

営業技術

年間300台以上の導入実績

自動車業界

OA機器業界

電子機器業界

食品業界

医療機器業界

化粧品業界
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Real Factory −JSS事業部− [ 部品加工・治具製作 ]

装置開発の即時調整を実現する、豊富な加工技術を保有。

加工品を「設計」「組立」工程と組み合わせワンストップで提供します。

最小ロット1個からOK

1個単位から受注・製作を請負います。PoC目的など、

あらゆるケースに向けて製作に対応できます。

図面作成、受注後図面の修正も対応

設計技術者が在籍しているため、

図面に関するご相談には柔軟に対応しています。

素材・方法を問わず製作

FA装置メーカーとして有する全国の調達・加工ネットワ

ークにより、すべての素材・加工・納期調整ができます。
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Real Factory −JSS事業部− [ 保守・メンテナンス ]

機器の老朽化や故障に対しすべての時間軸で対応するために、

IoTの導入や高度人材による予知・予防・事後保全のサービスを提供可能です。

３つの方針で保守・メンテナンスを行います

定期メンテナンス

フィールド
エンジニアリング

予知保全

設備保全のためのIoT導入や稼働監視システ

ム等の導入支援を行います。適切な予防保

全により突発的な不具合を防止しつつ機器

の性能低下を防ぎ、装置全体の劣化速度を

ゆるやかにすることで、装置の費用対効果

を向上させます。

定期的な点検・診断をエンジニアが訪問実施いたします。

機器の小さなコンディションの変化を見逃しません。

装置の故障による機会損失などのトラブルも未然に回避できます。

定生産工場や設備のメンテナンスをアウトソーシングで引き受けます。

通常は片道2時間圏内を対応エリアとし、他社の開発した設備でも保守・改造などの

対応をいたします。メーカーメンテナンスの請負も可能です。
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Real Factory −JSS事業部− [ 事前検証 ロボット・実機検証／AI・画像処理 ]

組み合わせ技術を有するロボットSIerとして、メーカー横断での機器選定、

および実機を使用した検証から装置構成の提案、立ち上げまで対応します。

事前検証・PoC

メーカー横断での

機器選定

実機を

使用した検証

検証結果報告

装置構成提案

検査装置

立ち上げ

産業用ロボットの実機を使用した検証が可能です。ハンドの開発、タクト

の確認など幅広い用途に対応いたします。複数のメーカー・可搬重量のア

ームを自社保有しておりますので、お客様の目的に合うものを使用して検

証させていただきます。

安川電機
7㎏可搬

MOTOMAN-GP7

ファナック
10㎏可搬
M-10iD

川崎重工業
80㎏可搬
RS080N

ユニバーサルロボット
5㎏可搬（協働）

UR5e

川崎重工業
各2㎏可搬（協働）

duAro1

デンソー
D-Cell

VS-060,087

保有ロボット例

画像処理検証施設【画処ラボ】

外観検査のあらゆるケースに対し、検証から装置化までワンストップで対

応。40社以上のメーカーと協業し、各社横断での機器選定・判断プログラ

ム選定ができます。ルール型からAIによる画像処理まで、幅広い要望にお

応えします。



Smart Energy事業の紹介
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Smart Energy事業のMISSION

エネルギーソリューションの集約と展開で

レジリエンス・サスティナビリティ・地方創生につなげる。

Energy Innovation Terminal
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Smart Energy事業が提供する価値

エネルギーシステム強靭化：レジリエンス向上

・分散型エネルギー源による、災害など非常時の社会活動維持

・エネルギー自給率の向上

気候変動リスク低減：サスティナビリティ向上

地方創生：街・暮らし・仕事のスマート化

コネクテッド・インダストリーズを推進し、豊かな未来の原動力の創出を目指します

・脱炭素化、温室効果ガス削減、カーボンニュートラル実現

・産業の稼働の安定、付加価値の向上、環境負荷の低減、

国際競争力の強化

・産業創出、雇用創出

・スマートシティ実現

▼代表的な国際イニシアティブ

RE100 CDP SBT TCFD PRI
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Smart Energy事業概要

太陽光発電物件紹介・販売 太陽光発電システム機器の販売

GXソリューション開発

物件情報サイト「スマエネ」

・業界最大級、全国の物件をカバー
・紹介から契約までトータルサポート

公平中立なアドバイス

・物件と製品に精通したプロが対応

・一人ひとりの顧客に合わせた最適な物件の紹介やアドバイス

最新×最適な製品の提案

・発電所の要求仕様や制度改定などを把握して最適な発電システムを提案

継続的な専門情報発信

・顧客利益を追求して最新情報を配信
・リーズナブルな機器購入情報、廃番製品などタイムリーにお知らせ

自由な電力取引を実現

・発電方法・発電者・発電場所を需要家が選択可能

気候変動・エネルギー問題に貢献

・再生可能エネルギー普及を推進、カーボンニュートラルや
ESG投資対応など環境取組を促進する

スマートエネルギーで未来の産業と暮らしを支えるために、

省エネ・創エネを実現するエネルギーソリューションを提供

建設工事

新しい太陽光発電を追求

・建設業許可および建築事務所登録済のため、幅広い対応力を発揮

電気設備工事、一般建築工事などにも対応

・ソーラーカーポートなどの特殊建築物も設計施工、確認・申請を一括対応
・リユースパネル、リユース蓄電池を組み込んだ発電システムの導入実績も
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太陽光発電物件 開発・販売

投資家目線で、多種多様な土地付き太陽光投資物件を紹介。セミナー開催、SNS（Twitter）発信など投資家への情報提供を実施します。

全国の物件情報をもとに太陽光発電投資をトータルに提案

物件情報

トータル
サポート

公平中立物件業界
最大級

アドバイスは物件紹介から契約まで
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太陽光発電システム 機器販売

発電モジュールからフェンスまで個々の発電所の要求仕様、状況を踏まえた発電所システムを提案・構築します。

最適な太陽光発電所システム構築のワンストップサービス

製品提案は

最新情報
発信 技術提案最新最適

専門知識に
立脚した

継続的な
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GXソリューション開発

太陽光発電の

自立・拡大

エネルギー供給網の

強靭化 市場創出

産業への応用による

価値創出

エネルギー選択による

「P2P電力取引」で発電所とエネルギー需要家（個人／企業）を直接・自由に接続することで、エネルギーの自由な選択を実現します。

エネルギーの「質」による選択を可能にする新たなプラットフォーム

デジタルグリッドプラットフォーム（DGP）を使ったP2P電力取引実証プロジェクト

電力・環境価値

対価

サービスプロバイダ
電力販売

DGC盤・QB販売／改修・IoTQB実証検証

再エネ最大限利用EMS検証
建設現場再エネ活用検証

全体統括・発電事業者
Digital Energy Network構想

非FIT発電所

TPO／PPA

リユース

蓄電池

EV

V2X

海外展開

ドローン

発電所建設

故障予知

GX

ZEB

BCP

SDGs

Smart HOME

環境価値
取引証明

発電所購入

ESG投資

セカンダリ

地方資源

CEMS

地方創生

地産地消

カーボンニュートラル

再エネ最大活用による

カーボン
ニュートラル

DGP運用・システム検証

発電所建設
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建設工事

人の生活と融合する発電設備の施工を実現

一括対応

建設業許可のほか、建築士事務所登録済。

太陽光発電所や一般建築物を、効率・安全性・コストといった様々な視点から最適な方法をご提案・施工できます。

基本設計 シミュレーション 確認・申請 設計監理 施工管理 検査

設計・レイアウト 複数種類のリユースパネルによる設計・施工ソーラーカーポート地盤調査
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・精密加工部品、ロボットシステムパッケージ製造による、

「周辺企業との取引額増加」「新規雇用創出」「流入人口増加」

・先端事例公開による海外政府関係者含む見学者誘致

・海外エンジニア、周辺企業含む先端技術教育、普及

事例紹介：ロボコム・アンド・エフエイコム南相馬工場

最先端ロボットを備えた1万坪の最新デジタルファクトリーで最新のエネルギー制御

地域貢献 エネルギーソリューション

・240kWの太陽光発電による電力をはじめとした再生可能エネルギ

ー活用、省エネなどデジタルの力で全体最適化を計画



Team Cross FAの紹介
コネクテッド・インダストリーズの実現のために
コンソーシアムを創立
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Team Cross FA 全体像

ロボットSIerが主体となる幹事企業をコアとして、公式パートナーや公的機関・地域社会と

協力し、すべての製造業のDX・スマートファクトリー構築を一気通貫で推進
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Team Cross FA内でのFAプロダクツの役割

顧客のコンサルティングおよびプロジェ

クトマネジメント。経営課題の解決も含

めた全体最適視点でのグランドデザイン、

構想設計を立案し、プロジェクトに応じ

た人・製品・技術を巻き込み全体を統括

します。

Smart Factory事業連携

Smart Energy事業連携

エネルギーマネジメントの最適化も含め

た製造現場のDX・GXプロジェクトにお

いて、顧客の課題・要望に応じたシステ

ムの構築。再生可能エネルギーの活用に

よる省エネ・創エネなどデジタルの力で

全体最適化を計画します。

FAプロダクツは「製造業DX実現に必要不可欠なデジタルファクトリー構築」および「カーボ

ンニュートラル実現のためのソリューション提供」における「プロデューサー」の役割を担う
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製造業DXやロボット×IoTの技術を体感できるショールーム「スマラボ」を運営

39

「ソリューションを目で見せる場が必要」との考えから「ショールーム」を運営
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福島県南相馬市復興工業団地にデジタルファクトリーを建設

40

国内でも類を見ない「変種変量生産に対応する最先端デジタルファクトリー」を建設

最先端の設備と、デジタルシミュレーションなど最新の技術を駆使した次世代型デジタルファクトリー「ロボコム・アンド・エフエイコ

ム南相馬工場」を2021年6月に開所。「販売から生産設備まで連動した生産システム」「生産を停止させない工場のネットワークセキュ

リティ」「カーボンニュートラルを実現するエネルギーマネジメント」を具現化した工場として稼働を開始しました。



『Team Cross FA』のブランディング・ マーケティング・PRを推進

360°視点での企業活動の紹介
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新産業創出のムーブメントを起こすために

同業他社

インダストリー
リレーションズ

マスメディア・ネット

メディア
リレーションズ

投資家

インベスター
リレーションズ

行政機関・公共団体

ガバメント
リレーションズ

顧客・消費者

カスタマー
リレーションズ

業界団体

アソシエーション
リレーションズ 地域社会・NPO

コミュニティ
リレーションズ

従業員・関連会社

エンプロイー
リレーションズ

360°視点で望ましい

印象・関係性を構築し、

世の中にムーブメントを

起こす

国内製造業の活性化のためのアクションを360°視点で推進

Team Cross FAの幹事企業の1社であるFAプロダクツが中心となり、自社・コンソーシアムを取り巻くあらゆるステークホルダーとの

望ましい印象・関係性を構築するために、360°視点でのブランディング・マーケティング・PRに注力しています。事業を通じた価値

提供はもちろんのこと、このような企業活動も含めて製造業の活性化を目指します。
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リレーション構築を通じた啓発活動：産・官・学がWin-Winとなる連携体制を構築

※本リストは2020年5月時点の情報

経済産業省関東経済産業局の

主要支援機関リストに掲載

・ロボットシステム導入検討ユーザとの接点 

・ユーザへの導入に対するコンサル 

・ロボットシステムインテグレータ

上記3項目にFAプロダクツが掲載

国や自治体と協力し「社会課題の解決」の推進力を強化

少子高齢化や人口減少などはますます深刻化しています。製造業のみならず、日本の社会課題解決へ向け、行政や地方公共団体、地域社

会やNPO法人、業界団体、学校などのステークホルダーとの連携は必要不可欠です。Team Cross FAは社会課題の解決に向けて地方創

生、地域経済の活性化、地域ブランディングの一助となる取り組みも積極的に推進しています。

経済産業省地域未来牽引

企業に選定

学生向け業界教育・

エンジニア育成

・ロボットアイデア甲子園への協力

・東京高専セミナー・ディスカッション開催

・郡山マイスターズ・カレッジ2019への参加

ほか多数
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ブランディング・PR活動：様々な施策・チャネルを駆使して認知拡大とプレゼンス向上を促進

YouTubeチャンネル Facebookコミュニティ メディア出演 出版 イベント

INNOBASE
AMANO SCOPE

あまのっちチャンネル

Forbes Japan／NewsPicks／
NHKおはよう日本／

BSテレ東日経プラス10／
日本経済新聞／日経産業新聞など

製造業DX
入門編/実践編/

カスタマーサクセス編

製造業を盛り上げて日本
を盛り上げるオンライン
フェス『製造業フェス』

など

日本の基幹産業である製造業を再び活性化させるムーブメントを起こすには、業界内はもとより、世の中の多くの人々から製造業に関心

を持ってもらう必要があります。そのために重要なのが、知ってもらうためのアクション、関心を持ってもらうためのアクション。業界

への認知拡大・プレゼンス向上だけでなく「世の中から製造業に注目をもってもらうきっかけ」の創出にも取り組んでいます。

自社YouTubeチャンネルや各メディア、イベントなどを通じた認知拡大・啓発活動に注力
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メディア掲載事例の紹介①

NHKおはよう日本 BSテレ東 日経プラス10

Forbes Japan
NewsPicks

日本経済新聞

日経産業新聞
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メディア掲載事例の紹介②

MONOist METI Journal 経済産業省 関東経済産業局 事例集2020



コネクテッド・インダストリーズを世界へ

Team Cross FA スマラボ スマエネ株式会社FAプロダクツ

https://connected-engineering.com/
http://smartfactorylabo.com/
https://sma-ene.jp/
https://sma-ene.jp/
https://fa-products.jp/
https://fa-products.jp/
https://connected-engineering.com/
http://smartfactorylabo.com/
https://sma-ene.jp/
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